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ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーションズ株式会社

リッチなコンテンツに

相応しいカタチ「SO504i」

携帯電話の進歩は早い。簡易メーラー

やウェブブラウザーは当然の機能になり、

いまやJavaアプリケーションすら利用でき

る。着信メロディーや待ち受け画面など、

通信機能以外の側面でも進歩が目覚まし

い。デジタルデータの通信速度も向上し、

利用できるコンテンツも増えている。

そうした機能の変化に対応すべく開発

された端末が、ソニー・エリクソン・モバイ

ルコミュニケーションズ製の新製品

「SO504i」だ。機能の洗練に相応しい、独

創的でありながら性別や世代を選ばない

3色のカラーバリエーション、内側と外側で

異なる質感を持つボディーデザイン、デジ

タルカメラ用のカラーフィルターを使って従

来以上に鮮明になった液晶画面、40和音

の着信メロディーを「音楽」としてリアルに

表現する大型スピーカーなど、「リッチにな

ったコンテンツを、よりリッチに楽しんでも

らうことを目指した」（商品企画部 江里口

真朗係長）。待ち受け画面などには（株）ソ

ニー・コンピュータエンタテインメントの人

気キャラクター「トロ」が登場し、使う楽し

さをさらに盛り上げる。

使いやすさの面で見逃せないのが、「ス

ピードメーラー」と名付けられた、同社独

自の文字入力機能だ。過去の入力パター

ンに基づいて書きたい語句を予測する

「POBox」と、変換候補の選択時などに画

面スクロールを容易にできる「センタージ

ョグ」の組み合わせにより、文字入力の速

度を向上させている。

センタージョグは、ユーザーインターフェ

イスと操作感覚が一致するところに特徴が

ある。まず、ダイアル操作と画面選択部分

の移動する方向が一致している。そして、

操作スピードと端末の反応スピードも同期

する。使用前に予測する挙動と、実際の

操作結果が合致するため、違和感がない。

ユーザーの直感を裏切らないフィードバッ

クが使いやすさを生むという好例だ。

携帯電話は、各通信事業者のサービス

に基づいて設計される通信機器という側

面を持つ。したがって、メーカーの独自性

を表現するためにも、端末ローカルで提供

できる機能は重要だ。「使いやすさや差別

化の意味でも、文字入力の工夫は各メー

カーの腕の見せどころになる」（ソフトウェ

ア設計部 武内良輔係長）。

同社は2001年10月、スウェーデンの通

信機器大手であるエリクソン社とソニー株

式会社の合弁企業として誕生した携帯端

末機器メーカーだ。ユーザビリティーの専

従部署はないが、「ソニー・エリクソンファ

ンの期待する高性能と使いやすさを両立

させるため、製品化の各段階で徹底的に

作り込む」（江里口氏）という。画面遷移や

文字入力などのユーザーインターフェイス

を担当するグループがソフトウェア部門の

中にあるのも、使い勝手を向上させるた

めだ。また、ソニーの「ヒューマンインター

フェースラボ」とは、各種研修や企画時の

アドバイスから試作機の検証まで広い面で

連携を取っている。

SOシリーズの使いやすさへの支持は、

買い替え時の圧倒的に高いリピート比率に

表れている。一度は他社製品を購入して

も、同社製品に戻ってくるユーザーも多い。

先鋭なる創り手は「使いやすさ」に挑戦する

www.SonyEricsson.co.jp
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新しい企業の「顔作り」

としてのブランディング

今回はソニー・エリクソン・モバイルコミ

ュニケーションズ株式会社のコーポレート

サイトを取り上げる。

トップページでひときわ目を惹くのは、

Flashによる躍動感ある同社コーポレート

ロゴ登場の演出だ。挙動パターンは、単に

ウェブサイト用に用意されたものではな

い。「動くことを前提にロゴをデザインして

いる。新しい会社の生命力や誕生感が欲

しかった」（コーポレート企画室 佐々木康

浩係長）。従来のソニーブランドの各種ロ

ゴでは、安定感ある静的なデザインが基調

だ。対して、同社のロゴは変化や成長の

動的なイメージを表現している。同社で

は、このコンセプトを「リキッドアイデンテ

ィティー」と呼んでいる。

ウェブサイトを担当するコーポレート企

画室は、経営企画などの全社戦略と、広報

やブランディングなどの専門機能という役

割を持っている。

サイト開設の目的は、ブランディング告知

と製品プロモーションにある。携帯電話は

通信キャリアの商品であるが、メーカーサ

イトではキャリアとは違ったメッセージが

求められる。「会社と製品の顔作り」（佐々

木氏）をするために、自社で情報発信でき

るウェブサイトの役割は重い。「ソニー・エ

リクソンという新しい社名を見て、消費者

がまず見るものの1つがウェブサイト。だ

からプレスリリースで語り尽くせない情報

やイメージをどう表現するかが重要」（コー

ポレート企画室 樋口詩子チーフPRマネ

ージャー）。

たとえば、プロモーション目的のページ

ではFlashを使って文字よりも動きで商品

イメージを提示し、同じ内容をHTMLで

読めるように補完している。また、商品の

一覧性にも工夫がある。トップページから

製品情報までの画面遷移数や、他機種と

の比較の容易性なども考慮している。

今後は、製品の楽しみ方を提案できる

サイトへの展開を企画している。たとえば、

モバイルサイトとの連携などを深めたい意

向だ。

視点1：アイデンティティー

～サイトとその運営者の表現

サイトのトップページでは、そのサイトの

運営者、ポリシー、主要な目的といった、

「サイトのアイデンティティー」を、ユーザー

が直感的に認識できるようにしておくこと

が望ましい。

ソニー・エリクソンのトップページ（1-1）

では、Flashを用いた演出により、個性的

で洗練されたイメージを表現している。し

かし具体的な情報は、運営者名、製品紹

介、採用情報といった主要メニュー項目が

表示されるだけで、ソニー・エリクソンと

は何の会社でどんな製品を扱っているの

かといったことがトップページを見ただけ

ではわからない。タグライン（サイトの目的

や特徴を端的に表現したテキスト）をレイ

アウトに組み込むといいだろう。

また「免責事項と個人情報の取り扱いな

ど」のページでは、「～これらの条件にご

同意された場合のみご利用ください」とい

う記述があり（1-2）、若干ユーザーに対し

て威圧的な印象を与えている。

（1-2）「ウェブサイト利用条件」では、具体的
で読みやすくていねいな表現が望まれる。

（1-1）トップページで個性的かつ洗練されたイメージを表現できている。

（2-1）「社長挨拶」の下にも
文章があるとは気付きにくい。

（2-2）（2-3）ボタン名は、「そこをクリックすると
何が表示されるか」を予測できる必要がある。
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視点2：情報アーキテクチャー

～静的な構造とわかりやすさ

ページレイアウトには、ユーザーのスム

ーズな閲覧行動への配慮が必要だ。

ソニー・エリクソンのサイトではフレーム

を全面的に使っているが、フレーム同士の

境界線がわかりにくい。ページ下部の背景

が白い部分などは、表示されている範囲

で完結しているように見えるため、もっと

下までスクロールできることにユーザーが

気付かない恐れがある（2-1）。

また、コンテンツの分類基準や項目名に

も改善の余地がある。「SEMC FUN」

「 Chance Navigator」「 Students Gate

.Com」などのボタン名から、クリックすると

どのようなコンテンツが表示されるかをイ

メージするのは困難だ（2-2、2-3）。製品紹

介ページ内の「主な機能」「主な仕様」とい

う項目の違いもわかりづらい。

ウィンドウタイトル（2-4）から、コンテンツ

内容が把握できないのも問題だ。「サイト

名」（運営者名）と「コンテンツ名」を併せて

記述するといいだろう。

視点3：インタラクション

～動的な構造とわかりやすさ

各種機能の使い方などが不統一だった

り、期待していない演出が多かったりする

と、サイトの利用ルールを学習できないた

めにユーザーは混乱してしまう。

たとえば、別ウィンドウが自動的に開く

場面では、ウィンドウ同士の関係が把握で

きず、「戻る」などのブラウザーの機能が使

えなくなって混乱する恐れがある（3-1）。

また、トップページのFlashは、ナローバ

ンドの場合、ナビゲーションを開始できるよ

うになるまで1分近く待たされてしまう。ス

キップするためのリンクも見えにくく、ユー

ザーはトップページに帰ってくるたびにこの

ムービーを見せられることになる（3-2）。

アイコンの意味がわかりにくかったり（3-

3）、リンクテキストの文字色がリンクではな

い文字にも使われていたり（3-4）する箇所

も存在する。こうした要素は、ほかのペー

ジへ移るために項目の選択をしようとする

ときなどに、ユーザーの閲覧行動を妨げる

可能性が高いので注意したい。

（2-4）ウィンドウタイトルでは、コンテ
ンツ名称も把握できるとよい。

（3-1）（3-2）トップページのFlashは強い
印象を与えているが、必要な情報にすぐ
にアクセスできないなどの問題点もある。

（3-3）「矢印」の意味が
直感的に把握しづらい。

（3-4）緑色のテキストで、クリッ
クできる場合とできない場合
があり、ユーザーは混乱する。
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視点4：アクセシビリティー

～さまざまな環境への配慮

ウェブサイトには、障害を持つユーザー

や、スペックの低いブラウザー環境など、さ

まざまな閲覧条件への配慮が求められる。

ソニー・エリクソンのサイトでは、「白地

に緑色」「濃い緑色地に薄い緑色」など、背

景色と文字色のコントラストが弱い箇所が

多く見られる（4-1）。そのため、これらの部

分が読みづらいコンテンツになっているの

は問題だ。特に、視力の弱いユーザーに

は、情報検索が困難になっている。背景色

と文字色の明度差を広げることが必要だ。

サイト内で用いられているフレーム、

JavaScript、PDFファイルなどを利用でき

ないユーザーに配慮した代替情報の提供

も必要だ。「NOFRAMES」「NOSCRIPT」

タグの記述やテキストによる代替コンテン

ツを用意することが望まれる。

また、フォントサイズが小さいうえ、サイ

ズを変更できない箇所もある。サイズ変更

を可能にする相対指定などにコーディング

し直すことを検討すべきだろう。

視点5：主観的満足度

～エンターテインメント性と付加価値

サイトに個性的で独自性の強い演出を加

え、それを効果的に表現できれば、ユーザ

ーに対して強い印象と、それに伴う満足

感を与えられる。

ソニー・エリクソンのサイトでは、各所に

あるFlashを用いたコンテンツやシンボル

マークなどにより、未来的で洗練された強

いイメージを印象付けている。また、サイ

トのコンセプトや提示したいブランドイメ

ージに通じる「固定観念にとらわれない先

進性」「躍動感」などが表現されており、こ

のサイトを目にしたユーザーに「面白い」

「興味深い」「このサイトには何かありそう」

という印象を与えることに成功している。

また、ソニー・エリクソンの携帯電話を

持つユーザーのコミュニティー「SEMC

FUN」では、自分だけの携帯電話パネルの

作り方や限定商品の紹介など、ユーザー

が満足感を得られるコンテンツが用意され

ている（5-1）。ウェブサイトが商品の楽しみ

方を提案している好例だ。

［総合評価と考察］
Flashを用いた演出で、印象的なイメー
ジを与えることに成功している。それに
加えてトップページでサイトの目的を端
的に表す工夫があるといいだろう。ペ
ージデザインやナビゲーションなどにつ
いて、各種表現手法のメリットとデメリ
ットをより深く検討すれば、ユーザビリ
ティーの大幅な向上が期待できる。ア
クセシビリティーの面では、あらゆる環
境下で最低限の情報が確実に提供で
きる配慮が望まれる。

主観的 
満足度 

（75%） 

アイデンティティー（65%） 

情報 
アーキテクチャー 
（60%） 

インタラクション 
（55%） 

アクセシビリティー 
（55%） 

執筆：篠原稔和＋石川達朗＋嵯峨園子
（ソシオメディア株式会社）

使いやすいウェブサイトを制作するためのコンサルティン
グから教育・ソフトウェア開発までを手がける。現在、ウ
ェブサイトのユーザビリティーを診断するサービス
「Sociomedia Clinic」を展開し、また6月25日に、ウェブ
サイトのアクセシビリティー診断・修正ソフト「LIFT for
Macromedia Dreamweaver」を発売した。

www.sociomedia.co.jp

（5-1）ユーザーが積極的に楽しむことができ
る独自コンテンツ「SEMC FUN」は効果的だ。

（4-1）白地の背景に緑色の文字の箇所が多数見られるが、
コントラストが弱くて読みづらい。
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